
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2015 年 6 月 18 日 
SGC 本社事務局 2015 年 6 月 13 日 神於山シャープの森 活動報告 

■巣箱の撤収。 ・フクロウが営巣した巣箱は、村濱さんが撤収を担当してくれました。木登り装具も本格的です。 

１．活動日時：2015 年 6 月 13 日（土） 9：00～12：00 
２．参 加 者： １6 名  ・現役ＧＳ：6 名 社友ＧＳ：8 名 
             ・フクロウの棲む森づくり外部ブレーン 2 名 

※（NPO）日本バードレスキュー協会 理事長 村濱史郎さん 
※（地方独立行政法人）大阪府立環境農林水産総合研究所 
  農業大学校 講師・農学博士 那須義次さん 

３．活動内容 
・６月からはサマータイムで、活動は午前中の３時間になります。今回はその初日です。 
・計画では、暗渠周りと上部植栽地の草刈り、及び巣箱の撤収を予定していましたが、今回新たに外部ブレ
ーンをお願いする村濱さんと那須さんが参加されたことから、全員で巣箱の撤収に取り組み、その後は、
今後「フクロウの棲む森づくり」を、どのように進めるかについて話し合いました。 

・今回、村濱さん・那須さんお二人が参加されたのは、〝営巣した巣箱の中が大変綺麗なのはなぜ？〟とい
うＳＧＣからの質問に、きしわだ自然資料館の風間さんが、フクロウ巣内の昆虫相について調査を進めら
れている村濱さんに声を掛けられたのがきっかけです。 

・村濱さんは、野生の傷病鳥の救護と、救護された鳥達を再び野生に復帰させることを目的に、(NPO)日本
バードレスキュー協会を立ち上げられた方で、この４月から大阪府の鳥獣専門員として咲洲庁舎で勤務さ
れています。 

・６年ほど前からフクロウ巣内の昆虫相について調査を進められていますが、一昨年から季節ごとに巣材を
回収し分析することを始められ、今年はさらに土壌分析の専門家を巻き込んで巣材の成分分析も行い、昆
虫相との相関を調べる予定で活動されています。 

・現在河内長野市などでフクロウの巣を４巣確保されていますが、解析出来る材料は多いほど良いというこ
とで、神於山の巣の分析を買って出て頂きました。 

・那須さんは、村瀬さんの研究パートナーとして、フクロウの巣に棲む昆虫相を研究されている方で、特に
蛾の専門家です。実際の巣箱の昆虫相の分析は、那須さんが担当されています。 

・巣材のなかには、フクロウの巣にだけ入る昆虫が居て、しかも季節によって種や個体数が変動するとのこ
とで、巣材は、今回、8 月 22 日（土）、10 月 10 日（土）の３回に分けて回収され分析されます。 

 結果が楽しみです。 

写真①②：村濱さんの本格的な木登り装具。 

・写真①で村濱さんが手に持っているロープ付の用具がステップ。 

・実際は金属部分が上で安定したステップになり、ロープは昇降時の

足かけになります。三つあれば４～５ｍは登れるそうです。 

・身体は写真②の様に両太腿と腰の３点で支えますから安定します。 

写真③：巣箱の中は、２羽の雛が居たとは思えないほど綺麗です。 

・静止画像で箱の様に見えたものは、木くずと判りました。 

写真④：巣箱の屋根の裏には、製作者の原さんと田垣内さんのサイン

が、はっきり残っています。 

・降ろした巣箱は、出来るだけ環境を変えない方が良いとの判断で、

架けた木の根元に置いておきました。次回再架設します。 

① ② ③ 

④ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■撤収作業は次々と進み、５個の巣箱を全て降ろしました。  

以上 

■活動頂いた１６人の皆さん。お疲れ様でした。 

前列左から３人目が村濱さん、４人目が那須さんです。 

・営巣した巣箱以外は、基地に運ぶつもりでした
が、なぜか全てアリが巣を作っていた為、展望
台の一個を除き、取りあえず現場の木の根元に
置いておくことにしました 

展望台の木に架けた巣箱は、活動のシン

ボルにする為、基地に運んでいます。 

活動後の談笑。話が弾みます。 

・フクロウの棲む森づくりの環は、きし

わだ自然資料館の風間さんのネットワ

ークで、気象庁の西垣さんに繋がり、

今回さらに村濱さん・那須さんに広が

りました。 

・村濱さんと西垣さんは、以前にお付き

合いがあり、再びお２人の環を繋ぐこ

とにもなりました。 

・最もありがたいのは、４人 

 の方は、それぞれの分野で 

 エキスパートであることで 

 本当に心強い限りです。 

・今年の「フクロウの棲む森づくり活動」は、９月に巣箱を作り、 

１０月に架設を終える考えです。 

・今までの反省と、外部ブレーンの方々から教えていただいたこ

とを十分取り入れ、有意義な活動にしたいと思っています。 

     ・詳細は別途お届けしますので、積極的に参加頂きま

すようお願い申し上げます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■人は、フクロウの営巣で忙しくしていますが、植樹した記念樹は、皆すくすく育っています。 

ヤマモモが今年も実を付け・・・ クリが大きく枝を茂らせ・・・ 

ＧＳの小林さん寄贈のザクロも、しっかり根付き、赤い花と実を付けています。 

カキも〝負けじ〟と後を追い・・・ シダレザクラは大きく育ちました。 

以上 
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